
食
の
採
用
で
あ
っ
た
。

以
上
の
こ
と
に
関
し
、
入
手
し
え
た
資
料
よ
り
判
明
し
た
こ
と
を

述
べ
る
と
と
も
に
、
大
阪
に
て
堀
内
軍
医
長
に
麦
飯
給
与
を
示
唆
し

た
と
い
う
重
地
正
己
軍
医
に
つ
い
て
の
調
査
な
ど
を
報
告
す
る
。

陸
軍
で
は
、
こ
の
あ
と
永
年
に
わ
た
っ
て
脚
気
の
研
究
、
論
争
が

続
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
回
は
明
治
十
七
年
の
兵
食
改
良
ま
で

の
脚
気
対
策
に
つ
い
て
知
り
え
た
こ
と
を
報
告
す
る
。

（
西
尾
市
民
病
院
）

演
抄
録
な
ど
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
資
料
よ
り
、
初
期
の
軍
隊
に
お

け
る
脚
気
対
策
が
推
察
し
う
る
。

軍
隊
の
脚
気
対
策
で
一
時
代
を
画
し
た
の
は
、
陸
海
軍
と
も
に
明

治
十
七
年
の
兵
食
改
良
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、
陸
軍
は
大
阪
鎮
台
軍
医

長
堀
内
利
国
の
麦
飯
給
与
、
海
軍
で
は
高
木
兼
寛
を
中
心
と
す
る
洋

土
肥
慶
蔵
（
鶚
軒
、
一
八
六
六
’
一
九
三
一
）
と
、
呉
秀
三
（
芳
渓
、

一
八
六
五
’
一
九
三
三
は
と
も
に
名
あ
る
医
家
に
生
ま
れ
、
東
大
教

授
と
な
っ
て
前
者
は
皮
層
科
学
を
、
後
者
は
精
神
医
学
を
専
攻
し
、

わ
が
国
に
お
け
る
斯
学
の
基
礎
を
築
い
た
・
両
者
は
東
大
で
の
同
級

生
（
明
治
二
三
年
卒
、
名
簿
上
二
四
年
と
す
る
こ
と
も
あ
る
）
で
在
学
中
よ

り
親
交
が
あ
り
（
明
治
二
三
年
に
土
肥
は
『
外
科
汎
論
』
を
あ
ら
わ
す
が
、

こ
れ
に
は
呉
秀
三
の
他
、
同
級
の
高
橋
金
一
郎
、
井
上
通
泰
が
協
力
し
て
い

る
）
、
そ
の
友
情
は
終
生
変
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
両
者
に
は
幾
つ

か
の
共
通
点
が
ゑ
ら
れ
る
。

①
わ
が
国
で
講
座
制
の
確
立
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
き
に
卒
業
、
す
で

に
皮
層
科
学
・
精
神
医
学
の
初
代
教
授
と
し
て
先
輩
の
村
田
謙
太

郎
・
榊
俶
が
就
い
て
い
た
が
、
業
半
ば
若
年
に
し
て
死
亡
、
な
か
つ

ぎ
的
な
役
を
他
科
教
授
（
宇
野
朗
外
科
・
片
山
国
嘉
法
医
学
）
が
し

た
あ
と
を
彼
ら
が
西
欧
留
学
に
よ
り
先
端
・
正
統
の
斯
学
を
学
ん
で

土
肥
慶
蔵
と
呉
秀
三

長
門
谷
洋

治
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帰
国
、
そ
の
教
授
に
就
く
（
土
肥
明
三
一
、
呉
明
三
四
）
。
各
々
学

統
を
築
き
、
頂
点
の
存
在
と
な
り
、
教
授
在
任
も
長
く
（
土
肥
二

八
年
、
呉
二
四
年
）
、
事
実
上
の
そ
の
確
立
者
呼
四
戸
の
且
国
と
な

っ
た
。
②
前
任
者
が
い
た
と
は
い
え
、
わ
が
国
に
お
け
る
新
し
い
体

系
の
創
始
で
あ
り
、
い
わ
ば
後
発
で
、
ク
ラ
イ
ソ
フ
ァ
ッ
ハ
に
属
す

る
科
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
対
外
的
に
は
む
ろ
ん
東
大
内
に
お
い
て

も
冷
遇
さ
れ
た
。
皮
膚
科
は
病
室
も
少
な
く
、
精
神
科
は
教
室
自
体

が
当
初
外
部
（
東
京
府
巣
鴨
病
院
内
）
に
あ
っ
た
。
彼
ら
の
助
言
が
あ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
京
大
な
ど
あ
と
の
大
学
の
方
が
、
施
設
面
で
は

恵
ま
れ
て
発
足
す
る
と
い
う
状
態
だ
っ
た
。
東
大
構
内
に
精
神
科
外

来
の
設
け
ら
れ
た
の
が
大
正
三
年
、
教
室
の
お
か
れ
た
の
が
同
八
年

で
、
し
か
も
そ
れ
は
「
見
る
影
も
な
き
憐
れ
な
も
の
」
で
あ
っ
た
。

③
と
も
に
そ
の
学
会
を
発
足
さ
せ
（
日
本
皮
膚
病
学
会
明
三
四
、
日

本
神
経
学
会
明
三
五
・
三
浦
謹
之
助
も
関
与
）
、
機
関
誌
を
発
行
（
皮
膚

及
び
泌
尿
器
科
雑
誌
、
神
経
学
雑
誌
）
し
、
そ
の
面
で
の
代
表
的
学
会
・

会
誌
と
な
る
。
④
翻
訳
か
ら
脱
却
し
、
わ
が
国
の
症
例
を
も
と
に
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
と
な
る
著
（
土
肥
皮
膚
科
学
・
日
本
皮
層
病
徽
毒
図
譜
、

呉
精
神
病
学
集
要
・
精
神
病
鑑
定
例
）
を
発
刊
。
⑤
国
外
の
学
会
と

も
よ
く
交
流
し
、
国
際
的
な
活
躍
を
し
、
わ
が
国
の
紹
介
を
な
し

た
。
⑥
社
会
的
な
方
面
に
積
極
的
に
発
言
し
、
自
ら
先
頭
に
立
っ
て

行
動
（
土
肥
性
病
・
ハ
ン
セ
ン
氏
病
予
防
、
呉
精
神
病
者
保
護
）
、
会

を
組
織
（
土
肥
日
本
花
柳
病
予
防
会
、
呉
日
本
精
神
病
者
救
治
会
）

し
、
政
府
に
法
律
を
成
立
（
士
肥
花
柳
病
予
防
法
・
癩
予
防
法
、
呉

精
神
病
院
法
）
せ
し
め
る
原
動
力
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
ハ
ン
セ
ン
氏

病
患
者
や
精
神
疾
患
患
者
の
力
強
い
味
方
と
な
っ
て
、
彼
ら
を
一
歩

一
般
市
民
の
列
へ
近
づ
け
た
（
呉
他
一
名
に
な
る
『
精
神
病
者
私
宅
監
置

ノ
実
況
及
其
ノ
統
計
的
観
察
』
は
と
く
に
知
ら
れ
る
）
。
⑦
郷
里
の
医
学
水

準
・
文
化
水
準
向
上
の
た
め
に
尽
し
た
（
土
肥
福
井
若
越
医
学
会
、

呉
広
島
芸
備
医
学
会
）
。
⑧
医
史
学
分
野
で
著
名
な
業
績
を
あ
げ

た
。
代
表
的
な
も
の
と
な
る
と
土
肥
『
世
界
徽
毒
史
」
（
邦
文
と
独
文

が
あ
る
が
、
後
者
は
前
者
の
単
な
る
翻
訳
で
は
な
い
）
、
呉
『
シ
ー
ポ
ル
ト

先
生
其
生
涯
及
び
功
業
』
で
あ
ろ
う
が
、
土
肥
の
奥
村
良
筑
伝

（
『
鶚
軒
遊
戯
』
所
収
）
、
呉
の
『
華
岡
青
洲
先
生
及
其
外
科
』
な
ど
い

ず
れ
も
超
一
級
の
仕
事
で
あ
る
。
呉
は
富
士
川
渉
と
同
郷
で
あ
り
、

呉
を
通
じ
て
土
肥
も
早
く
か
ら
富
士
川
を
知
っ
て
い
た
。
彼
ら
は
森

林
太
郎
（
鴎
外
）
と
も
親
し
く
（
弟
篤
次
郎
が
大
学
で
同
級
）
、
太
田

正
雄
（
木
下
杢
太
郎
）
に
土
肥
の
門
下
入
り
を
す
す
め
た
の
も
森
で
あ

っ
た
。
関
場
不
二
彦
も
土
肥
を
尊
敬
す
る
こ
と
大
で
、
わ
が
国
医
史
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学
は
こ
れ
ら
諸
氏
に
よ
り
確
固
た
る
も
の
と
な
っ
た
。
呉
は
昭
和
二

年
、
日
本
医
史
学
会
の
初
代
理
事
長
に
就
任
し
て
い
る
。
土
肥
、
呉

と
も
和
漢
の
書
に
通
じ
て
い
た
こ
と
は
欧
米
学
者
に
な
い
強
象
で
、

土
肥
が
梅
毒
の
ア
メ
リ
カ
（
新
大
陸
）
発
生
説
を
な
す
に
さ
い
し
て
も

こ
れ
が
大
き
な
武
器
と
な
っ
た
。
土
肥
は
漢
詩
を
よ
く
し
た
。
土
肥

は
皮
膚
科
学
（
従
前
皮
膚
病
学
）
の
語
を
提
唱
し
、
ま
た
花
柳
病
の

語
よ
り
性
病
の
語
を
用
い
る
よ
う
に
し
（
性
病
予
防
啓
蒙
の
雑
誌
『
禮

性
』
を
発
刊
）
、
呉
は
類
狂
、
偏
執
狂
な
ど
の
語
（
と
く
に
狂
）
を
廃
し

た
。
彼
ら
が
創
案
、
ま
た
は
翻
訳
し
た
語
で
な
お
用
い
ら
れ
て
い
る

も
の
は
多
く
、
土
肥
の
名
を
冠
し
た
病
名
で
現
在
に
至
る
も
の
も
少

な
し
と
し
な
い
。
土
肥
は
ム
ラ
ー
ジ
ュ
（
ろ
う
標
本
）
の
技
法
を
確
立

彼
ら
は
と
も
に
在
職
二
五
年
の
祝
賀
会
が
も
た
れ
て
お
り
、
そ
の

記
念
論
文
集
が
発
行
さ
れ
た
。
と
も
に
胸
像
が
あ
り
、
と
も
に
生
誕

百
年
の
会
が
行
わ
れ
、
呉
は
本
昭
和
五
七
年
没
後
五
十
年
の
会
が
催

さ
れ
た
。
昨
昭
和
五
六
年
、
京
都
に
お
い
て
第
十
二
回
国
際
神
経
学

会
が
開
か
れ
、
本
五
七
年
東
京
に
お
い
て
第
十
六
回
国
際
皮
層
科
学

会
が
開
か
れ
た
こ
と
は
、
彼
ら
の
ま
い
た
種
が
よ
う
や
く
花
開
い
た

と
も
い
え
る
。
二
人
は
と
も
に
多
磨
墓
地
に
眠
る
（
土
肥
の
墓
は
福
井

な
し
と
し
な
い
。
土
肥
は
ム
ラ
ー
ジ
そ

し
、
呉
は
作
業
療
法
の
導
入
を
試
み
た
。

県
丸
岡
市
に
も
あ
る
）
。
彼
ら
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
の
一
層
深
ま

る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

（
大
阪
府
豊
中
市
皮
膚
科
）
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